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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像プロセッサを用いて、偏光識別インディシアをリアルタイムで検出する方法であっ
て、該方法は、
　複数のピクセルを有する画像データのフレームを画像デバイスから提供することであっ
て、各ピクセルは、偏光強度情報を含む、ことと、
　該画像プロセッサを用いて、該偏光強度情報から、該複数のピクセルのそれぞれに対す
る強度値を決定することと、
　該画像プロセッサを用いて、ある強度範囲内の強度値を有する該複数のピクセルの第一
の部分を選択することと、
　該第一の部分における該複数のピクセルのそれぞれに対する直線偏光の程度の値を決定
することと、
　該画像プロセッサを用いて、許容範囲内の類似の直線偏光の角度の値を有する該第一の
部分における該ピクセルを分析することによって、該画像データ内の該偏光識別インディ
シアを検出することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記第一の部分から前記複数のピクセルの第二の部分を選択することをさらに包含し、
該第二の部分は、ある直線偏光の程度の範囲内の直線偏光の程度の値を有する、請求項１
に記載の方法。
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【請求項３】
　分析することは、前記第一の部分における前記複数のピクセルを一つ以上の群に集める
ことを包含し、各群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　分析することは、一つの群に集めるための、ある距離範囲内の互いからの距離を有する
前記ピクセルを選択することを包含する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　分析することは、あるサイズ範囲内のサイズを有する群を選択することを包含する、請
求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記偏光強度情報は、画像デバイスの垂直視軸に対する、水平直線偏光、垂直直線偏光
、および４５°直線偏光の情報を備えている、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記偏光識別インディシアを強調することと、
　前記画像データに重なり合う該強調された偏光識別インディシアとともに前記画像デー
タのフレームを表示することと
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記偏光識別インディシアを識別することをさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　識別することは、
　前記第一の部分における前記複数のピクセルを一つ以上の群に集めることであって、各
群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、ことと、
　該一つ以上の群を対応するコードエレメントと関連付けることと、
　該コードエレメントを分析することと
　を包含する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記コードエレメントを分析することは、該コードエレメントを偏光識別特性のデータ
ベースと比較することを包含する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記画像データのフレームは、格納されたビデオ画像またはストリーミングビデオ画像
から提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　画像プロセッサを用いて、偏光識別インディシアをリアルタイムで検出する方法であっ
て、該方法は、
　複数のピクセルを有する画像データのフレームを画像デバイスから提供することであっ
て、各ピクセルは、偏光強度情報を含む、ことと、
　該画像プロセッサを用いて、該偏光強度情報から、該複数のピクセルのそれぞれに対す
る強度値を決定することと、
　該画像プロセッサを用いて、ある強度範囲内の強度値を有する該複数のピクセルの第一
の部分を選択することと、
　該画像プロセッサを用いて、該第一の部分における該複数のピクセルのそれぞれに対す
る直線偏光の程度の値を決定することと、
　該画像プロセッサを用いて、該複数のピクセルの第二の部分を該第一の部分から選択す
ることであって、該第二の部分は、ある直線偏光の程度の範囲内の直線偏光の程度の値を
有する、ことと、
　該画像プロセッサを用いて、許容範囲内の類似の直線偏光の角度の値を有する該第二の
部分における該ピクセルを分析することによって、該画像データ内の該偏光識別インディ
シアを検出することと
　を包含する、方法。
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【請求項１３】
　分析することは、前記第二の部分における前記複数のピクセルを一つ以上の群に集める
ことを包含し、各群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　分析することは、一つの群に集めるための、ある距離範囲内の互いからの距離を有する
前記ピクセルを選択することを包含する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　分析することは、あるサイズ範囲内のサイズを有する群を選択することを包含する、請
求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記偏光識別インディシアを強調することと、
　前記画像データに重なり合う該強調された偏光識別インディシアとともに前記画像デー
タのフレームを表示することと
　をさらに包含する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記偏光識別インディシアを識別することをさらに包含する、請求項１２に記載の方法
。
【請求項１８】
　識別することは、
　前記第二の部分における前記複数のピクセルを一つ以上の群に集めることであって、各
群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、ことと、
　該一つ以上の群を対応するコードエレメントと関連付けることと、
　該コードエレメントを分析することと
　を包含する、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　偏光識別インディシアをリアルタイムで検出するためのプログラムを記録したコンピュ
ータ読み取り可能な格納媒体であって、該プログラムは、コンピュータに、
　複数のピクセルを有する画像データに対する強度値を決定するステップであって、各ピ
クセルは、偏光強度情報を含む、ステップと、
　ある強度範囲内の強度値を有する該複数のピクセルの第一の部分を選択するステップと
、
　該第一の部分における該複数のピクセルのそれぞれに対する直線偏光の程度の値を決定
するステップと、
　許容範囲内の直線偏光の角度の値を有する該第一の部分における該ピクセルを分析する
ことによって、該画像データ内の該偏光識別インディシアを検出するステップと
　を実行させる、コンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２０】
　前記プログラムはさらに、前記コンピュータに、
　前記第一の部分から前記複数のピクセルの第二の部分を選択するステップであって、該
第二の部分は、ある直線偏光の程度の範囲内の直線偏光の程度の値を有する、ステップを
実行させる、請求項１９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２１】
　前記ピクセルを分析することは、前記第一の部分における前記複数のピクセルを一つ以
上の群に集めることをさらに含み、各群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、請求項
１９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２２】
　前記ピクセルを分析することは、一つの群に集めるための、ある距離範囲内の互いから
の距離を有する該ピクセルを選択することをさらに含む、請求項２１に記載のコンピュー
タ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２３】
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　前記ピクセルを分析することは、あるサイズ範囲内のサイズを有する群を選択すること
をさらに含む、請求項２１に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２４】
　前記プログラムはさらに、前記コンピュータに、
　前記偏光識別インディシアを強調するステップと、
　前記画像データに重なり合う該強調された偏光識別インディシアとともに前記画像デー
タのフレームを表示するステップと
　を実行させる、請求項１９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２５】
　前記プログラムはさらに、前記コンピュータに、前記偏光識別インディシアを識別する
ステップを実行させる、請求項１９に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２６】
　前記偏光識別インディシアを識別することは、
　前記第二の部分における前記複数のピクセルを一つ以上の群に集めることであって、各
群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、ことと、
　該一つ以上の群を対応するコードエレメントと関連付けることと、
　該コードエレメントを分析することと
　をさらに含む、請求項２５に記載のコンピュータ読み取り可能な格納媒体。
【請求項２７】
　偏光識別インディシアをリアルタイムで検出するシステムであって、
　複数のピクセルを有する画像データのフレームを受信するための画像デバイスであって
、各ピクセルは、偏光強度情報を含む、画像デバイスと、
　該偏光強度情報から、該複数のピクセルのそれぞれに対する強度値を決定することと、
ある強度範囲内の強度値を有する該複数のピクセルの第一の部分を選択することと、該第
一の部分における該複数のピクセルのそれぞれに対する直線偏光の程度の値を決定するこ
とと、許容範囲内の類似の直線偏光の角度の値を有する該第一の部分における該ピクセル
を分析することによって、該画像データ内の該偏光識別インディシアを検出することとを
行うように構成されている画像プロセッサと
　を備えている、システム。
【請求項２８】
　前記画像プロセッサは、さらに、
　前記第一の部分から前記複数のピクセルの第二の部分を選択し、該第二の部分は、ある
直線偏光の程度の範囲内に、直線偏光の程度の値を有する、請求項２７に記載のシステム
。
【請求項２９】
　分析することは、前記第一の部分における前記複数のピクセルを一つ以上の群に集める
ことを包含し、各群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、請求項２７に記載のシステ
ム。
【請求項３０】
　前記画像プロセッサは、さらに、前記偏光識別インディシアを強調し、前記システムは
、
　前記画像データに重なり合う、該強調された偏光識別インディシアとともに前記画像デ
ータのフレームを表示するためのディスプレイをさらに備えている、請求項２７に記載の
システム。
【請求項３１】
　前記画像プロセッサは、さらに、前記偏光識別インディシアを識別する、請求項２７に
記載のシステム。
【請求項３２】
　識別することは、
　前記第一の部分における前記複数のピクセルを一つ以上の群に集めることであって、各
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群は、類似の直線偏光の角度の値を有する、ことと、
　該一つ以上の群を対応するコードエレメントと関連付けることと、
　該コードエレメントを分析することと
　を包含する、請求項３１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明は、一般に、画像検出に関する。より具体的には、本発明は、リアルタイムで、
偏光識別インディシア（ｐｏｌａｒｉｚｅｄ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉ
ｃｉａ）を検出することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　（発明の背景）
　光波を様々な角度で吸収する偏光材料は、対象となるエリアを区別するために、使用さ
れ得る。例えば、人造オブジェクトから反射または放射される光は、しばしば、自然オブ
ジェクトとは、その偏光状態が異なる。したがって、このような反射光は、偏光識別イン
ディシア、例えば、識別バッチを検出するために使用され得る。一部の従来技術は、偏光
画像データを読み取ることは、可能であるが、その一方で、同時に、リアルタイムでこの
ようなデータの意味を解釈することは、可能でない。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　（発明の概要）
　一般的に、一局面において、本発明は、偏光識別インディシアをリアルタイムで検出す
る方法を特徴とする。該方法は、複数のピクセルを有する画像データのフレームを提供す
るステップであって、各ピクセルは、偏光強度情報を含む、ステップと、該偏光強度情報
から、該ピクセルのそれぞれに対する強度値を決定するステップと、特定の強度範囲内の
強度値を有する該ピクセルの第一の部分を選択するステップと、許容範囲内で似た直線偏
光角度を有する該第一の部分の中の該ピクセルを解析し、これによって、該画像データ内
の該偏光識別インディシアを検出するステップとを含む。
【０００４】
　一般的に、別の局面において、本発明は、偏光識別インディシアをリアルタイムで検出
する方法を特徴とする。該方法は、複数のピクセルを有する画像データのフレームを提供
するステップであって、各ピクセルは、偏光強度情報を含む、ステップと、該偏光強度情
報から、該ピクセルのそれぞれに対する強度値を決定するステップと、特定の強度範囲内
の強度値を有する該ピクセルの第一の部分を選択するステップと、該第一の部分の中の該
ピクセルのそれぞれに対する直線偏光の度数の値を決定するステップと、該ピクセルの第
二の部分を該第一の部分から選択するステップであって、該第二の部分は、直線偏光の程
度の範囲内の直線偏光の度数の値を有する、ステップと、許容範囲内で似た直線偏光角度
を有する該第二の部分の中の該ピクセルを解析し、これによって、該画像データ内の該偏
光識別インディシアを検出するステップとを含む。
【０００５】
　一般的に、別の局面において、本発明は、偏光識別インディシアをリアルタイムで検出
するためのコンピュータプログラム製品を特徴とする。該コンピュータプログラム製品は
、コンピュータ使用可能な媒体を有し、該媒体は、コンピュータ読み取り可能なプログラ
ムコードを自身の上に有し、該コンピュータ読み取り可能なプログラムコードは、複数の
ピクセルを有する画像データに対するフレーム強度を決定するためのプログラムコードで
あって、各ピクセルは、偏光強度情報を含む、プログラムコードと、特定の強度範囲内の
強度値を有する該ピクセルの第一の部分を選択するためのプログラムコードと、許容範囲
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内で直線偏光の角度の値を有する該第一の部分の中の該ピクセルを解析するためのプログ
ラムコードであって、これによって、該画像データ内の該偏光識別インディシアを検出す
る、プログラムコードとを有する。
【０００６】
　一般的に、別の局面において、本発明は、偏光識別インディシアをリアルタイムで検出
システムを特徴とする。該システムは、複数のピクセルを有する画像データのフレームを
受信するための画像デバイスであって、各ピクセルは、偏光強度情報を含む、画像デバイ
スと、該偏光強度情報から、該ピクセルのそれぞれに対する強度値を決定し、特定の強度
範囲内の強度値を有する該ピクセルの第一の部分を選択し、許容範囲内で似た直線偏光角
度を有する該第一の部分の中の該ピクセルを解析し、これによって、該画像データ内の該
偏光識別インディシアを検出するための画像プロセッサとを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の上記および利点が、添付図面を参照して、本発明の以下のさらなる説明から、
より十分に明らかになる。
【０００８】
　（例示的な実施形態の説明）
　本発明の様々な実施形態は、リアルタイムでの偏光識別インディシアを検出するための
システムおよび方法に関する。これらの目的のために、本明細書に記載されるコンセプト
は、画像データを解析するためのアプローチを規定する。この画像データは、一意的な偏
光特性（ｐｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｔｕｒｅ）を有する識別インディシアを
有する。一つの実施形態において、データ検出コンセプトは、除外基準（ｃｕｌｌｉｎｇ
　ｃｒｉｔｅｒｉｏｎ）としての強度の使用と、ビデオストリームのそのリアルタイム操
作とで、独特である。他の実施形態は、他の除外基準を使用し得る。例示的な実施形態は
、画像データのフレームを解析し、所定の偏光特性を示さないエリアを排除し、対象とな
るエリアをさらに強調し得る。偏光材料は、人間の目で検出不可能なコード化メカニズム
を発現するような方法で、アレンジされ得る。処理されたデータは、視覚化するため、あ
るいは記録するために、出力デバイスにパスされる。他のルーチンも、検出ルーチンの前
、あるいは後のいずれかに、画像データを処理し得る。
【０００９】
　図１は、本発明の実施形態に従って、リアルタイムで、偏光識別インディシアを検出す
るためのシステムを示す。システム１０は、画像内の偏光識別インディシア３０をキャプ
チャする画像デバイス２０と、この画像デバイス２０から受信した画像データを解析して
、リアルタイムでこの識別インディシア３０を検出する画像プロセッサ４０とを含む。処
理された画像データは、出力デバイス５０にパスされ得、検出された識別インディシア３
０をさらに処理するか、あるいは表示する。画像デバイス２０は、偏光強度情報をキャプ
チャすることの可能なフィルタまたは偏光子を有するビデオデバイスまたはカメラであり
得る。システム１０は、偏光識別インディシア３０を検出可能であり、インディシア３０
は、標識のように静止しているか、あるいは自身にインディシアを有する車両、またはバ
ッジを身に付けている人のように移動している。偏光識別インディシア３０は、任意の１
つまたは複数の偏光材料から作成され得る。画像プロセッサ４０は、画像データを解析可
能であり得、リアルタイムで、識別インディシア３０を検出可能であり得る。例えば、３
０フレーム／秒のデータまで受信する画像プロセッサは、わずか約４フレーム遅れている
識別インディシア３０を処理して、検出することが可能であり得る。
【００１０】
　図２は、本発明の実施形態に従って、リアルタイムで、偏光識別インディシアを検出す
る方法を示す。ステップ１１０で、偏光強度情報を有する画像データが、提供される。と
りわけ、画像データは、既にキャプチャされた画像、あるいはストリーミングデバイスか
ら受信される画像であり得る。例えば、画像データは、カメラストリームから直接処理さ
れたビデオ画像であり得る。カメラは、カメラ軸に対して、０°、４５°、および９０°
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でのフィルタのような３つの直線偏光フィルタを有するレンズを使用して、個々のデータ
成分をキャプチャし得る。例えば、画像内の各ピクセル値は、０～２５５のＲＧＢ範囲で
評価される偏光強度情報Ｉ０、Ｉ４５、およびＩ９０を含み得る。当業者にとっては明ら
かであるように、他の構成も、偏光強度情報を提供するために使用され得る。例えば、１
つの直線偏光子が、単一の検出器の前で、３つの角度位置に回転され得るか、あるいは３
つの別々の偏光素子が、３つの別々の画像検出器上の異なる向きに配置され得る。
【００１１】
　偏光強度情報は、ストークスベクトルを計算するために使用され得る。ストークスベク
トルは、偏光を４つの量：
【００１２】
【数１】

Ｓ０＝入射ビームの強度
Ｓ１＝水平または垂直に偏光される光の傾向
Ｓ２＝４５°に直線偏光される光の傾向
Ｓ３＝円偏光される光の傾向
を用いて記述するために、ジョージ・ストークスによって開発された。例示的な実施形態
において、Ｓ３は、要求されない。
【００１３】
　偏光測定において、ストークスベクトルＳは、検出器の前の種々の偏光解析器からのデ
ータで、ポピュレート（ｐｏｐｕｌａｔｅ）される。
【００１４】

【数２】

上の式２において、ＩＨ、ＩＶ、およびＩ４５は、カメラの垂直視軸に対して、水平偏光
０°、垂直偏光９０°、４５°直線偏光で測定された光強度をそれぞれ表わす。単純な置
換を実行すると、ストークスベクトルは、以下：
【００１５】

【数３】

のように導出される。ストークスベクトルから、直線偏光の度数（ＤｏＬＰ）、直線偏光
の角度（θ）、および強度（Ｉ）は、以下の式：
全強度に対応するＩ＝Ｓ０≒２Ｉ０　　　（４）
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【００１６】
【数４】

から導出される。
【００１７】
　ストークスベクトルは、画像データの水平、垂直、および４５°直線偏光成分を用いて
、上記のように導出されるが、当業者には、明らかなように、ストークスベクトルは、他
の偏光強度情報を用いても計算され得る。例えば、光は、偏光フィルタなしで、垂直直線
偏光子、＋４５°直線偏光子、および右向き円偏光子または左向き円偏光子で測定され、
ストークスベクトルを計算し得る。
【００１８】
　ストークスベクトルは、所与のオブジェクトに入射する光の角度との関係で、変化する
。直線偏光材料に入射する光は、所与の材料に対して、比較的「一定な」強度を有する直
線偏光を反射する。したがって、偏光材料は、似た強度値を維持し得るので、強度は、材
料を区別するために使用することが可能になる。
【００１９】
　ステップ１２０で、画像データが処理されて、偏光強度情報から画像内の各ピクセルに
対して、強度値を決定し得る。ステップ１３０で、望まれない画像データを除外または排
除するための基準として、強度が使用され得るように、強度範囲が特定され得る。例えば
、ユーザは、使用される識別インディシアの材料によって、強度範囲を特定し得る。例え
ば、強度は、約４％～約９８％までの範囲を有するように、選択され得る。ステップ１４
０で、所望の強度レベルを超えるエリア、特定された範囲外にあるエリアは、除去され得
る。例えば、小さな強度情報、例えば、０～２５５のＲＧＢスケールにおいて、０から約
１５の値は、除去され得る。残りの画像データは、偏光強度情報から、ストークスベクト
ル（Ｓ０、Ｓ１、およびＳ２）を計算して、ＤｏＬＰ値を得るため、および／またはθ値
を得るために、使用され得る。
【００２０】
　ステップ１５０で、特定された強度範囲内の画像データは、さらに処理されて、画像内
で選択されたピクセルに対するＤｏＬＰ値を決定し得る。ステップ１６０で、直線偏光の
程度の範囲は、これらの値に対して特定され得る。例えば、ユーザは、識別インディシア
材料に応じて、直線偏光の程度の範囲を特定し得る。なぜなら、この材料は、異なる偏光
特性を示し得るからである。例えば、直線偏光の程度は、０．３～１．０の範囲を有する
ように、選択され得る。ステップ１７０で、ＤｏＬＰの所望のレベルを超えるエリア、あ
るいは特定された範囲外にあるＤｏＬＰは、除去され得る。一つの実施形態において、ス
テップ１３０およびステップ１６０は、結合され得、選択された強度範囲およびＤｏＬＰ
範囲の中に入らないデータは、除去され得る。
【００２１】
　特定された基準の外側のエリアを排除または除外した後、残っているデータが、解析さ
れ、特定の許容誤差内で似たθ値を維持する領域または点に対して解析される（ステップ
１８０）。特定の許容誤差内で似たθ値を有する領域は、一緒にグループ化され得、さら
なる処理のために選択され得る。例えば、９％の許容誤差を有する公称θ値１０°に対し
て、約９．１°～約１０．９°のθ値を有するデータが、１つのグループまたはビン（ｂ
ｉｎ）に集約され得る。似たθ値を有する点またはピクセルもまた解析され得、互いから
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の距離が、特定の距離範囲外にあるかどうかを判断し得る。例えば、似たθ値を有するピ
クセル間の距離は、５～６ピクセルよりも遠くない、あるいは離れていないように選択さ
れ得る。ピクセル間の距離が、特定の範囲を超える場合、これらの点は、一緒にグループ
化され得ない。
【００２２】
　データは、任意の数のθ値に対して解析され得、その似たθ値および互いとの距離との
関係で、１つ以上のグループまたはビンに集約され得、各グループは、特定の許容誤差内
で似たθ値を有する。グループ内のデータは、さらに解析され、データが特定のサイズ要
件に合うかどうかを判断し得る。例えば、検出されるべきオブジェクトに対して必要とさ
れる領域のサイズ（幅および高さ）、あるいはデータ量は、特定サイズの範囲内で規定さ
れ得る。例えば、データは、検出されるために、最低９ピクセル幅×６ピクセル高さであ
るように選択され得る。解析され、グループ化されるが、偏光識別インディシアまたはそ
の一部分を表現するのに十分なデータを構成しない領域は、引き続き、グループ化され得
るか、あるいは廃棄され得る。
【００２３】
　ステップ１９０で、グループまたはビン内の画像データは、強調され得るか、偏光識別
インディシアを識別するためのテンプレートまたはコードとして使用され得るか、あるい
はその双方であり得る。例えば、同じθ値を有するグループまたはビン内の画像データは
、数字（ｄｉｇｉｔ）または記号（ｓｙｍｂｏｌ）のように、一意的で個別のコードを割
り当てられ得る。例えば、画像は、一つのθ値で検出される一つの領域と、異なるθ値で
検出される２つの他の領域を有し得、ここで、前者のグループには、値「０」が割り当て
られ、後者の２つのグループには、値「１」が割り当てられる。オブジェクトを識別する
ために必要とされるコードエレメントの最小数が規定または選択され得る。コードエレメ
ントは、データ内容について、さらに解析され得、偏光識別インディシアを識別するため
に、例えば、これらの特性を有するオブジェクトに関連するコードの特性によって識別す
るために、使用され得る。例えば、コードエレメントは、偏光特性のデータベース、およ
び識別される識別インディシアとに比較され得る。例えば、カーゴは、ベンダでコード化
され得、製品を識別するためのバーコードの使用と同じように、ベンダのＩＤが、コード
化された値に、マッピングされ得る。
【００２４】
　一つの実施形態において、検出されたエリアが、画像を見るときに、より目立つか、よ
り明確になり得るように、グループまたはビンで強調された画像データは、色を割り当て
られ得る。ステップ２００で、強調されたエリア、識別されたエリア、あるいはその双方
は、次いで、画像のさらなる処理のために、あるいは検出ルーチンの正確さを示すために
、当初画像の上に、重ねられ得る。基準の選択について、様々な範囲が、以上で議論され
てきたが、使用される偏光材料、インディシアのサイズ、および用途のような幾つかの要
因によって、他の範囲も使用され得ることは、当業者には、明らかである。
【００２５】
　例示的な目的で、図３は、２人の個人を示し、その各人が、異なる偏光特性を有する偏
光識別インディシアを含む識別バッチを身に付けている。図示されるように、人間の目の
ような画像デバイスによって見られるとき、バッジの他の部分から、偏光識別インディシ
アは、区別可能ではない。
【００２６】
　図４によって示されるように、偏光識別インディシアは、検出されて、その強調され、
検出されたエリアは、当初画像の上に重ねられる。そのエリアを示す正方形は、データの
近似性のために、一緒にグループ化またはビン化されている。各バッチ上の正方形は、こ
れらのエリアが、似たθ値を有するグループまたはビンに集約されることを示す共通の色
を有する。例えば、一方のバッチ上の正方形は、緑で、他方のバッチ上の正方形は、紫で
ある。検出されたエリアは、選択基準に対する、そのθ、近さ、およびサイズにより、偏
光識別インディシア、例えば、バッチを構成する。強調されたエリア内のデータは、さら
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に解析され得、データの特性と、バッジに対して規定される特性とによって、対応するバ
ッジ所有者を決定する。図５は、データ除外の残効を示す。選択基準に基づいて、対象と
ならないデータとして選択されたエリアは、除外または排除された。図６は、検出された
エリアが、２つの異なる色、（左に示される）紫および（右に示される）緑で強調されて
いたことを示すデータの重なり部分を単に示す。
【００２７】
　本発明の様々な実施形態は、任意の従来型コンピュータプログラム言語で、少なくとも
一部はインプリメントされ得る。例えば、一部の実施形態は、手続き型プログラム言語（
例えば、「Ｃ」）、またはオブジェクト指向プログラム言語（例えば、「Ｃ＋＋」）で、
インプリメントされ得る。本発明の他の実施形態は、事前にプログラミングされたハード
ウェア素子（例えば、特定用途向け集積回路、ＦＰＧＡ、およびデジタル信号プロセッサ
）、あるいは他の関連コンポーネントとして、インプリメントされ得る。
【００２８】
　一つの実施形態において、開示された装置および方法は、コンピュータシステムで使用
するコンピュータプログラム製品として、インプリメントされ得る。このようなインプリ
メンテーションは、コンピュータ読み取り可能な媒体（例えば、ディスケット、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、ＲＯＭ、または固定ディスク）のような有形媒体に固定された一連のコンピュータ
命令、あるいは、媒体を介してネットワークに接続された通信アダプタのようなモデムま
たは他のインタフェースデバイスを経由するコンピュータシステムに送信可能な一連のコ
ンピュータ命令のいずれかを含み得る。媒体は、有形媒体（例えば、光学通信ラインまた
は同様の通信ライン）、あるいは無線技術でインプリメントされる媒体（例えば、ＷＩＦ
Ｉ、マイクロ波、赤外線、または他の送信技術）のいずれでもあり得る。一連のコンピュ
ータ命令は、方法と関連して本明細書に上述された機能性の全部または一部を具現化し得
る。例えば、コンピュータ読み取り可能なプログラムコードは、偏光強度情報を有する画
像データに対する強度値を決定するための命令、特定の強度範囲内の強度値を有するデー
タを選択するための命令、許容範囲で直線偏光の角度の値を有する画像データを解析する
ための命令を含み得、これによって、この画像データ内の偏光識別インディシアを検出す
る。
【００２９】
　このようなコンピュータ命令は、多くのコンピュータアーキテクチャまたはオペレーテ
ィングシステムで使用する幾つかのプログラム言語で記述され得ることは、当業者は、理
解するべきである。さらに、このような命令は、半導体、磁気、光学、または他のメモリ
デバイスのような任意のメモリデバイスに格納され得、光学、赤外線、マイクロ波、また
は他の通信技術のような任意の通信技術を用いて送信され得る。
【００３０】
　とりわけ、このようなコンピュータプログラム製品は、コンピュータシステム（例えば
、システムＲＯＭまたは固定ディスク上）で事前にロードされた印刷された説明書または
電子説明書（例えば、シュリンクラップされたソフトウェア）をともなう取り外し可能な
媒体として頒布され得るか、あるいはネットワーク（例えば、インターネット、またはワ
ールドワイドウェブ）を介してサーバまたは電子掲示板から頒布され得る。当然であるが
、本発明の一部の実施形態は、ソフトウェア（例えば、コンピュータプログラム製品）と
ハードウェアとの双方を組み合わせたものとして、インプリメントされ得る。また、本発
明のさらなる他の実施形態は、全てをハードウェアとして、あるいは全てをソフトウェア
としてインプリメントされる。
【００３１】
　本発明の様々な例示的な実施形態が、以上に開示されたが、当業者は、本発明の真の範
囲から逸脱することなく、本発明のメリットの一部を達成する様々な変更および改変をな
し得ることは、明らかである。したがって、他の実施形態も、以下の請求項の範囲内であ
る。
【図面の簡単な説明】
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【００３２】
【図１】図１は、本発明の実施形態に従って、リアルタイムで、偏光識別インディシアを
検出するシステムを示す。
【図２】図２は、本発明の実施形態に従って、リアルタイムで、偏光識別インディシアを
検出する方法を示す。
【図３】図３は、偏光識別インディシアを有する画像を模式的に示す。
【図４】図４は、本発明の実施形態に従って、検出された偏光識別インディシアを有する
画像を模式的に示す。
【図５】図５は、本発明の実施形態に従って、選択された偏光識別インディシアを有する
除外された画像を模式的に示す。
【図６】図６は、本発明の実施形態に従って、強調された偏光識別インディシアを有する
画像を模式的に示す。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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